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講義名 日本語Ｂ【留学生科目】

留学生科目区分

福井　淳子担当教員

2単位数

後期 火曜日 ３時限開講期・曜日・時限
2018年度 人間社会学部 人間健康学科／2018年度 人間社会学部 観光学科／2018年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2018年度 経済学部 経済情報学科／2018年度 経済学部 経済学科／2018年度 商学部 マーケティング学科／
2018年度 商学部 経営学科／2017年度 人間社会学部 人間健康学科／2017年度 人間社会学部 観光学科／
2017年度 人間社会学部 人間社会学科／2017年度 経済学部 経済情報学科／2017年度 経済学部 経済学科／

主題と概要
日本語の聴解力をあげる学習する。特に相手からの情報を正確に聞き取ること、講義やニュースといった抽象度の高
い内容を聞き取れるよう学習する。

到達目標
話し手の発話意図や感情を正しく理解できる。
講義やニュースを聞きながらメモを取ることができる。
聞いた内容の要約文が書ける。

提出課題
授業内で指示する。

履修にあたっての注意・助言他

期末試験は実施しない。
授業内で行う復習テスト（50％）、小テスト（３０％）、授業参加度（20％）等による総合評価を行う。

評価の基準

１．出欠は毎回とる。　２．全授業のうち５回以上欠席した場合は、評価の対象としない。　３．遅刻３回で１回の
欠席とする。また、15分以上の遅刻は欠席となる。　４．授業には真面目に、積極的に臨むこと。　
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教科書

.使用しない。.

プリント資料及び参考文献
必要に応じてプリント資料を配布する。
　『上級の力をつける聴解ストラテジー上／下』　川口さち子他著　凡人社
『ニュースの日本語　聴解40』、『ニュースの日本語　聴解50』　瀬川由美他著　スリーエーネットワーク
『留学生のためのアカデミックジャパニーズ　聴解』　東京外国語大学留学生日本語教育センター編著　スリーエーネット
ワーク　　他

１．　イントロダクション：授業の進め方、評価方法等の確認、聴解力チェック　　２．　ニュースの聞き取り①　　３．
　ニュースの聞き取り②　　４．　ニュースの聞き取り③　　５．ニュースの聞き取り④　６．　会話の聞き取り①　　
７．　会話の聞き取り②　　８．　会話の聞き取り③　　９．　ニュース、会話の復習　10．　モノローグの聞き取り①　
　11．　モノローグの聞き取り②　　12．　モノローグの聞き取り③　13．　モノローグの聞き取り④　　14．　モノロー
グの聞き取り⑤　　15．　総復習

授業計画

備考

予習・復習

復習重視。
前回聞いたニュースや会話、モノローグに出てきた表現、言葉の意味をきちんと頭に入れること。
翌週の授業の初めに、小テスト（表現・言葉のチェック）を実施する。


